
13 Management & Technology for Creative Kyoto 2021.1 14Management & Technology for Creative Kyoto 2021.1

販
路
開
拓

人
材
育
成

設
備
導
入

経
営
全
般 

他

化
学・環
境

電
気・電
子

デ
ザ
イ
ン

技
術
全
般 

他

食
品・バ
イ
オ

補
助
金・

助
成
金

創
業・

事
業
承
継

相
談・

専
門
家
派
遣
経
営
革
新・

新
事
業
展
開

機
械
設
計・

加
工

材
料・

機
能
評
価

表
面・

微
細
加
工

企
業
連
携・

産
学
公
連
携

こんにちは、

です。

　私が所属している販路開拓グループでは、府内ものづくり
企業の新規取引先開拓支援を行っております。
　新型コロナウイルスの影響によって、府内の景気動向は非
常に厳しい状況が続いており、企業の皆様からも「既存顧客か
らの受注量が減少した」「展示会が中止となり新規営業ができ
ない」といった声をよくお聞きします。
　今回は、WITHコロナ社会における新たな販路開拓方法と
して、当財団が新たに制作した２つのWebサイトについてご
紹介いたします。

バーチャル展示会サイト
「バーチャルパーク京都（VPK）」
　感染拡大防止のため、展示会が各所で延期・中止となり、大
手発注企業の多くは、外出規制により遠方への出張ができな
い状況になりました。そこで、WITHコロナ社会における非対
面・非接触での営業活動を支援するため、ゲームコンテンツ等
を手掛ける企業の協力を得て、バーチャル展示会専用のWeb
サイトを新たに立ち上げました。
　昨年10月には、VPKを活用した1回目の展示会となる
「KYOTO VIRTUAL FOOD MESSE」を開催し、府内の食品
製造業34社が出展、大手百貨店やバイヤーと商談いただきま
した。今後もブラッシュアップを重ね、さらに多くの方々にご満
足いただける
ようなサイトに
していきたいと
思います。
　2月1日～3
月5日にはVPK
を活用し、「バー
チャル 京都ビ
ジネス交流フェ

ア2021」（詳細はｐ.3～4）を開催いたしますので、この機会に
ぜひご参加ください。

ビジネスマッチングサイト「京都商談ナビ」
　府内中小企業と国内外企業のBtoB商談を促進するための
マッチングサイトを昨年10月にオープンしました。このサイト
では、モノづくりや食品等の製造業から伝統産業・情報通信業
といった様々な業種の京都企業様が自社の製品やサービス・
強みを発信いただけます。
　また、国内外企業の発注ニーズをサイト上に掲載しており、
自社で対応ができる案件に対して直接応募いただけますの
で、受注企業にとっては販路開拓のツールとして、発注企業に
とっては協力企業探索のツールとしてご利用ください。この京
都商談ナビも利用者のご意見をもとに改善・改良をしていき
たいと考えておりますので、ぜひ一度ご活用いただき、ご意見
を頂戴できればと思います。

　日々の業務の中で、企業様とお話させていただく機会がご
ざいますが、このコロナ禍においても、売上回復のために努力
を続ける社長様の姿やあらゆる工夫で感染防止に努める企業
様に感心しております。少しでも
そのような企業様のお力になれ
るよう努めてまいりますので、販
路開拓に関することはもちろ
ん、その他ご要望がございまし
たらお気軽にご相談ください。

※本コーナーでは、京都産業２１の多様な取組を職員目線で紹介します。

事業支援部 販路開拓グループ
主事　清水
TEL:075-315-8590

WITHコロナ社会での販路開拓をサポートします。
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地下鉄丸太町駅下車⑤番出口を上がり、
目の前の信号を渡りそのまま直進。
最初の角を左折ください。
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ イノベーション推進部 産学公住連携グループ　TEL.075-315-9425  E-mail：sangaku@ki21.jp

職人の手仕事で質の高い紙工品を製造
　当社は、大正時代、色紙の製造工程の
一部である紙の板張り加工で事業を興
しました。1965（昭和40）年頃から色紙
の製品化まで一貫生産できる体制を整
備。加工機を独自に開発・導入すること
で大量生産を可能にし、成長を遂げてき
ました。時代とともに商品ラインアップ
も拡大。金襴緞子の裂地のような華やか

な和紙など独自に漉いた和紙を使った色紙や、自社開発の薄
紙に下敷きなどを合わせた「写経用紙セット」など、オリジナル
商品も生み出してきました。現在は、和色紙や短冊のみならず、
和装本や御朱印帖、写経用紙、屏風、さらには文箱や筆箱、和文
具など、多様な紙工品を製造しています。
　職人の手仕事に支えられたこれらの質の高い商品が、当社
の強みの一つ。本の表紙に使われるボール紙の各面を一枚ず
つ鉋で削り取る面取り加工、糊付けした紙の貼り合わせ作業な
ど、細部にわたって職人が一つひとつ手作業で調整や仕上げを
施すことで、まるで工芸品のような高品質の商品を作り上げ
ています。和綴じや麻の葉綴
じ、コハゼ留めなど伝統的な
技術に現代の流行をかけ合
わせ、現代的なデザインの
カードケースや御朱印帖など
の商品も生み出しています。
　加えてもう一つの強みは、
お客様のご要望に応える提
案力とコーディネート力で
す。和装本作りの技術や和紙
を扱うノウハウなど、長年に
わたって培ってきた技と知識
が当社の財産。加工適性に
合った紙質や厚さの選定か
ら、組み合わせる材質や加工
法の立案まで、コストや納期も考慮に入れて最適な方法を提案
し、お客さまに満足いただける商品を完成させます。友禅紙や
裂を使うのが一般的な御朱印帖の裏表紙に洋紙を使用し、上
質な風合いを損なうことなくコストを下げる提案ができたの
も、和洋の紙を知り尽くしている当社ならではです。難しい加
工や前例のない商品の開発にあたって「西川さんなら要望に
応えてくれる」と、頼りにしてくださるお客さまも少なくありま
せん。

補助金を活用し作業効率向上と従業員満足を実現
　紙工品の製造工程において要の一つが、紙を必要な大きさ、
形に切る裁断です。当社では常時2台の断裁機を稼働させてい
ますが、そのうちの1台が老朽化によって断裁精度が低下し、製
造が滞るようになったことから更新を検討。このたび京都産業
21の補助金制度の支援を受け、新しい断裁機を導入しました。
　同時に補助金を活用
し、かねてから課題になっ
ていた作業効率の向上と
従業員の負担軽減にも
取り組みました。まず抜
本的に見直したのが、工
場内のレイアウトです。
収納ラックを増やして商
品素材を整理し、従業員が動きやすいよう動線を確保。また電
動スクーパーやトラバーリフト、台車を新たに導入し、重い紙
を持ち上げたり、運んだりする負担を大幅に減らしました。さ
らに照明機器をLEDに交換し、明るく作業しやすい環境も整え
ました。
　こうした改善によって、作業効率向上と従業員の負担軽減を
実現できたこと以上に良かったのは、働きやすい環境が従業員
のモチベーション向上につながったことです。従業員の満足度
と働く意欲の向上を肌で感じられることが、経営者として何よ
りの喜びです。
　和の書籍や文具の文化を担う一翼として、紙加工の技術やノ
ウハウを次世代に継承していくことも当社の重要な責務だと
考えています。そのために熟練の職人の技術や経験を若い世
代に伝えることはもちろん、従業員の一人ひとりが自らの仕事
に誇りとやりがいを持ってもらえる環境づくりにも努めていま
す。現在の課題は、当社の存在がまだまだ知られていないこ
と。昨年から積極的に展示会に出展するなど、認知度向上にも
力を注いでいます。2020（令和2）年に当社敷地を拡張。将来
は、一般の方々が職人の技術を見学したり、体験したりできる
スペースを作ることも構想しています。まずは、紙加工でお困
りの方に西川紙業を思い浮かべていただけるようになることが
目標。これからも「紙加工のプロフェッショナル集団」として、お
客様のあらゆるご要望に応えていきます。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役／西川 佐織
●所　在　地／京都市南区上鳥羽高畠町3　　●電　　　話／075-661-5591
●設　　　立／1975（昭和50）年2月12日
●事 業 内 容／色紙・短冊、和帖、御朱印帖、写経用紙、化粧箱など紙の工芸品の
　　　　　　　加工製造

「小規模製造業設備投資等支援事業」活用企業紹介 取  材

令和元年度「小規模製造業設備投資等支援事業」を活用された株式会社西川紙業の代表取締役 西川佐織氏に、和紙を使用した
質の高い紙工品の製造と次世代に向けてのビジョンについて伺いました。

代表取締役　西川 佐織氏

株式会社西川紙業
http://nishikawashigyo.com/

断裁機の導入と職場環境の改善により
作業の効率向上と負担軽減を実現

御朱印帖など西川紙業が作る商品の数々

帙箱（ちつばこ）と和帖

新しく導入した断裁機

かんな

VPKサイト：http//vp.kyoto


